行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 溝部 浩二
	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	平成25年11月14日（木）　10時～14時15分　   　天候： 晴

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	晩秋の植物観察

	講師
	児玉勝久講師　

	参加者数
	43名

	内容
（項目と概要）
	今日の研修会は、晩秋の「もみじ」の観察が主題でした。
・まず児玉講師より「もみじ」の話を伺いました。紅葉・黄葉の意味と色づく要因や色づき方、さらに「もみじ」と名のつくいろいろな樹木の説明を受けました。「もみじ」に関して
全体的な事柄が網羅された大変充実した内容でした。
その後、全員で公園内を散策して、「もみじ狩り」を行いました。
・自然観察会のルートは、下記のとおりです。（児玉講師案内）
　事務所→西門→野外ステージ（昼食）→ハナノキ→北門附近→展望台→県民の森

→みくるま池→事務所
・午前中は、カキノキ（柿もみじ）と、アカメガシワの黄色いもみじが中心でした。
 ところどころに、ハゼノキ（櫨もみじ）やヌルデの赤いもみじ、そして、ソメイヨシノ（桜もみじ）やオオシマザクラ（桜もみじ）の黄色いもみじを観察しました。また、コマユミのピンクがかったきれいなもみじも見ることができました。

・午後からは、もう終わりかけでしたが、ハナノキのもみじを観察しました。葉柄は赤く、葉裏は淡い赤色や黄色の色彩で葉脈は明瞭であり、葉の表より魅力的でした。また、ツル植物のツタやカエデドコロも、いろいろな樹に巻き付いて色づいているのを見ることができました。針葉樹のスギも、ところどころ黄色くなって落葉していました。

・最後に「みくるま池」のふちから「みどり橋」を見上げて、今日の「もみじ」の観察会を終えました。「もみじ」は逆光の中で、下から上方を、青空を背景に見上げるのがすばらしいと
分かりました。
＜資料＞　①テキスト「もみじ」（児玉）　　②樹木ガイドＭＮＣ・晩秋（児玉）

	まとめ
感想
	前日と打って変わって晴天の穏やかな観察日和でした。公園のもみじはこれからですが、たくさんの緑の中に赤や黄色のさまざまなもみじを観察できました。
参加者全員が思い思いに「もみじ狩り」を楽しんでいました。


　　

　　　　　    ハナノキのもみじ　　　　　　　　　　　　　「みくるま池」周辺のもみじ　
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